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研究成果の概要（和文）：本研究は、コースのエビデンスをもとにカリキュラム構築を行うための｢コースポートフォ
リオ実践プログラム｣を開発・各大学に提供し、そのプログラムを円滑に遂行するための知見を得ることであった。カ
リキュラム改善過程を分析した結果、「実践されたカリキュラム」の具体をカリキュラムに関わる教員が把握すること
が可能となり､特に柱となる科目（コース）が具体的に何を教えているのかが参照可能であることで、改善の方向性が
共有されることが明らかとなった。一方、「経験されたカリキュラム」からの検討は不十分であった。このことは、学
習評価の方法についての知識や手法が不十分であることに起因していることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Our research aimed to obtain the knowledge necessary for smooth execution of 
course portfolio program contributing to the curriculum development. We developed the program for 
curriculum development using course portfolio and introduced this program to the department that plans to 
re-design the curriculum. By analyzing the process of re-designing curriculum, we found that course 
portfolio can become an effective resource for building the curriculum.
Course portfolio enabled to build the curriculum based on the evidence obtained from teaching. Faculty 
can share their planned curriculum, how and what they taught.
However, experienced curriculum, what student learn, was insufficient due to the lack of experience and 
methodology in learning evaluation.

研究分野：教育工学
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 研究の学術的背景 
① 個別のコース（ミクロレベル）と
カリキュラム（ミドルレベル）の接続 
大学における授業改善の方法として、
同僚間で相互に授業を参観・検討し合う
活動は有効であり、多くの大学において
様々な形態で実施されている[1]。この方
法は、授業を直接観察可能なため、個別
教員のローカリティを伴った豊かな情
報が共有できる一方、１回の授業に限定
されるためコースデザインやコースを
通じた学生の学びといった視点が欠落
しており、また、カリキュラムの観点か
らの議論が困難である側面があった。 
米国の一部の大学では、授業者自身が
｢コースデザイン｣｢実施｣｢学生の学び｣
に省察を加えて文書化した｢コースポー
トフォリオ｣を活用し、組織の構成員間
のピアレビューにより教育改善を試み
る実践を行っている[2]。この方法は、コ
ースを単位とすることで、カリキュラム
の編成や改善に資することのできる有
効な方法であるが、単一コースを１年近
くかけて文書化するプログラムは教員
への負担が大きいことが問題である。 
 ②大学教育改善への ICT 活用 
教育改善の活動プロセスそのものを
ウェブ上で可視化し教員間で共有化す
る試みとしては、米国カーネギー教育振
興財団知識メディア研究所の取り組み
が知られている [3]。また、授業映像や
教材をウェブ上に直接公開する組織的
取り組みも、米国の MIT に始まり日本
でも大規模総合大学を中心に広まりつ
つある。公開されたコンテンツは誰でも
アクセス可能であるが、授業やコースの
改善過程において重要と考えられる「教
員間で相互に吟味し合うための双方向
性」が確保されていないという問題があ
る。 
日本においては、カーネギーの研究知
見をもとに、教員間で相互吟味可能な機
能を強化した大学教員の教育改善活動
を支援するオンライン環境「MOST」が、
京都大学高等教育研究開発推進センタ
ーにおいて、開発・運用されている。 
教育改善のためには、個々の授業改善
はもとより、質の高いカリキュラムを構
築するための知見を集積することが重
要である。 
[1] 田口真奈・藤田志穂・神藤貴昭・溝
上慎一（2004）．FD としての公開授業
の類型化−13 大学の事例をもとに−,日
本教育工学会誌,27(Suppl.),25-28 
[2] Bernstein, D., Burnett, A.N., 
Goodburn, A. & Savory, P. (2006). 
Making teaching and learning visible: 
Course portfolios and the peer review 
of teaching, Anker. 

[3] Iiyoshi, T., & Richardson, C.R. 
(2008). Promoting technology-enabled 
knowledge building andsharing for 
sustainable open educational 
innovations, Iiyoshi & Kumar (Eds.), 
Opening up education. (Chap 22). 
Cambridge, MA: MIT Press. 

 
２． 研究の目的 
本研究は、個別のコースのエビデンス
をもとにカリキュラム構築を行うため
の ICT 環境の活用を含む｢コースポー
トフォリオ実践プログラム｣を開発・各
大学に提供し、そのプログラムを円滑に
遂行するための知見を得ることを目的
としている。 

 
３． 研究の方法 
・コースポートフォリオ実践プログラム
の開発 
個別の大学教員がコースポートフォ
リオの作成を MOST 上で円滑かつ効果
的に実施するために、半期のコースポー
トフォリオ作成のための実践プログラ
ムを開発する。この遂行のため、米国の
先行的なコースポートフォリオ実践の
調査、ポートフォリオ作成のためのテン
プレート開発、対面および MOST 上の
活動デザインをおこなう。また、本プロ
グラム実施のためのワークブックを開
発する。 
・個別教員によるコースポートフォリオ
実践プログラムの実施 
全国の個人教員に、実際に開発したプ
ログラムに沿ってコースポートフォリ
オを作成してもらう。プログラムの各段 
階において作成者にインタビューを実
施し、プログラムの改善点を抽出する。
また、完成したコースポートフォリオ 
の｢コースデザイン｣｢授業の実施｣｢学生
の学び｣の記述内容について質的研究の
方法論を用いて分析し、教員間のピアレ
ビューおよび大学カリキュラム改善の
ための観点を分類・体系化する。 
・学生の学びの成果物の取得と評価に関
する方法論の検討 
コースポートフォリオ作成の際、個々
の教員がコース内での学生の学びにつ
いての分析が求められるが、この取得手
順や取得した学習成果の分析や評価に
関する方法論はまだ確立されていない。
先行研究の調査や作成されたコンテン
ツの内容分析を通じて、個別授業の目的
や学習目標に応じた適切な方法論を提
案し、実践プログラムに組み込む。 
・カリキュラム開発のためのコースポー
トフォリオ実践プログラムの開発 
カリキュラム開発のためのコースポ
ートフォリオ実践プログラムを開発す
る。個別教員を対象とした実践プログラ



ムを、組織レベルにおけるカリキュラム
の改善に向けたプログラムへと拡張し、
組織的な導入を試みる。プログラムの各
段階において、コースポートフォリオ作
成者とレビューワ、カリキュラム編成の
担当者に対するインタビュー調査をお
こない、プログラムを継続的に見直す。 
・成質保証モデルの構築 
個人および組織的な実践プログラムの
成果を元に、｢実践プログラムの有効性｣
｢カリキュラムへの接続可能性｣｢ICT 活
用の効果｣などの観点から汎用性の高い
大学カリキュラムの質保証モデルとし
て提示する。 
 

４． 研究成果 
(1)コースポートフォリオ実践プログラ
ムの開発と実施 
日本全国から、教育改善に力を注ぐ大
学教員を募集し、コースポートフォリオ
の作成を最終目的としたコミュニティ
を運用した。その結果、多様な分野にお
ける優れたコースポートフォリオが蓄
積された。また、コースポートフォリオ
作成のために必要なリソース集なども
準備し、公開することができた。 
(2)カリキュラム開発のためのコースポ
ートフォリオ実践プログラムの開発と
実施 
カリキュラム開発のためのコースポ
ートフォリオ実践プログラムを開発し、
２機関において運用した。 
まず、高等専門学校の機械工学分野に
おいて、小規模（5 名）の教員でコース
ポートフォリオを導入、共有した結果、
コースポートフォリオを教員間で共有
することの意義が確認された。 
次に、カリキュラム改訂の時期を迎え
た医療系大学の理学療法学科において
組織全体で導入した。所属するすべての
教員が2年にわたりコースポートフォリ
オを作成した。 
複数回開催されたカリキュラム改善
に関する会議を参与観察した結果、コー
スポートフォリオが参照資料とされる
ことで、実践されたカリキュラムの具体
を、カリキュラムの具体を、カリキュラ
ムに関わる教員が把握することが可能
となり、改善の方向性が共有されること
が明らかとなった。特に柱となる科目
（コース）が具体的に何を教えているの
かが参照可能であったことが、有益であ
った。一方、「学生の学び」のデータに
ついては十分な記述がなされておらず、
「経験されたカリキュラム」からの検討
は不十分であった。このことは、学習評
価の方法についての知識や手法が不十
分であることが示唆された。 
最後に、カリキュラム質保証モデルに
ついては現在、構築中であり、科研の実

施期間内には終了できなかったが、すで
に必要なデータ収集は終えているため、
今後すみやかに公開する予定である。 
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